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● 現在の研究について 

専門は社会学と女性学です。社会的に作られて

いる差別の重層構造を解明し、社会的弱者の人権

擁護と尊厳の回復をめざすことが、私の研究の目

標です。 

 

１．摂食障害の経験を持つ女性たちにインタビュ

ーをし、現代日本社会において若い女性であるこ

とが、いかに体重や容姿の管理と深く結びついて

いるかを社会学的に分析しました。 

『女はなぜやせようとするのか―摂食障害とジ

ェンダー』（勁草書房、1996年。山川菊栄賞受賞） 

 

２．性の商品化やポルノグラフィをめぐる問題に

ついて、女性の人権の観点から研究を行いました。

『セクシュアリティをめぐって』（共著、新水社、

1998年） 

『身体のエシックス/ポリティクス―倫理学とフ

ェミニズムの交叉』（共著、ナカニシヤ出版、2002

年） 

 

３．現代社会では「心のケア」の名の下に、生活

上の問題から悩んでいる人たちが患者として治

療されるようになっています。薬の副作用による

健康被害や生活の質の低下、家庭崩壊など、治療

による社会的転帰の悪化について、当事者へのイ

ンタビュー調査を行い、明らかにしました。 

「精神医療における「過剰診断」と「被害の語り」」

（『社会臨床雑誌』24(3) 22-49、2017年 2月 ） 

 

● 今後進めていきたい研究について 

国は自殺対策として、メンタルヘルス対策を重

視し、精神科や心療内科の早期受診・早期治療を

薦めていますが、その結果として、受診者が急増

し、医療機関側も患者ひとり一人に十分な時間を

とれなくなっているのではないでしょうか。その

ことが、医療機関で処方された薬の過量服薬自殺

や薬物依存の増加にもつながっていると考えて

います。そこで、薬物療法に依存しないサポー

ト・ネットワークの可能性を探る研究を実施しま

す。 

 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

 精神医療による被害を受けた当事者や家族に

よる会と連携して、被害者への聞き取り調査を行

い、被害が生み出される社会的メカニズムを明ら

かにします。具体的な被害の概要を明らかにし、

人権救済と被害防止策を国に提案していきます。 

 

● これまでの連携実績 

日本女性学会第 10・11期理事。平成 14年度広

島県管理者研修講師「女性の人権問題について」、

ＮＨＫ専門研修講師「放送倫理と人権」（2002年 9

月 11 日）、全国婦人相談員連絡協議会講師「2002

年全国ＤＶ研修」、神奈川県川崎市人権懇話会作

業委員など。高校生対象の授業では、薬物依存や

ダイエットの問題など若者に身近な問題につい

て社会学の立場から読み解く授業を行いました。 


